日本語の「ください」と韓国語の「주세요（juseyo）」についての一考察 : 補助動詞としての意味用法を中心に by 具 軟和




























いただきたい。ちょうだいしたい。「小遣いを－」 「お電話を－」 「これ－」 それから補助動詞
として動詞の連用形に「お」の付いた形、動作性の漢語に「ご（御）」の付いた形、動詞の
連用形に「て（で）」の付いた形などについて、相手に何らかの動作をすることを請い求め


























































































































































































































































































































































































































































































2016 年 8 月 20 日にインターネット上の検索を実施した。日本の Yahoo サイトを検索し、
見出しとスニペット13）に表れた「～てください」の用例を集めてみた。すると、ネットと
いうメディアの状況からかなり膨大な量のデータが出現したため、今回の調査では検索画像
に表れた最初の 1 ページから 10 ページまで出現した分量のみを調査の対象とした。
データに表れた各意味用法の使用回数は、次の通りである。
表 3　「～てください」の用法分類
命令・指示 依頼 勧め 合計





















表 4　「～てください」の韓国語訳（計 162 個）
命令・指示 依頼 勧め 合計
「－아 ,어 ,해＋주세요（juseyo）」 0 70 6 75
「－세요（seyo）」 0 0 4 5
どちらも翻訳可能 35 4 43 82
合計 35 74 53 162


































































































































「－아 ,어 ,해＋주세요（juseyo）」のみに翻訳されるものが 6 件、「－세요（seyo）」のみ








































































表 5　「－아 , 어 , 해＋주세요（juseyo）」と「－세요（seyo）」の用法
命令・指示 依頼 勧め
　「－아 ,어 ,해＋주세요（juseyo）」 ○ ○ ○










　てください ○ ○ ○
　お～ください ○ × ○























































































言語の動詞論 . １（平成 11 年度─平成 12 年度）千葉大学社会文化科学研究所プロジェクト報告
書 pp.27−42
４．新屋映子・姫野伴子・守屋三千代（1998）「教科書の落とし穴 4　「～てください」うれしいのは
だれ？」　月刊日本語 11 巻 7 号 pp.56−59　アルク出版
５．趙彦志（2009）「依頼表現をあらわす「～てください」形の諸特徴」　東アジア日本語教育・日
本文化研究 12 巻 pp.287−300　東アジア日本語教育・日本文化研究会発行　
６．高梨信乃（2011）「行為表現に 4 ついて─日本語教育における問題─」　神戸大学留学生センター








を踏まえて─」　岡山大学言語学論叢 11 号 pp.53−65　岡山大学言語学研究会編集　岡山大学発行
12．吉井健（2000）「「～してください」の用法─命令・依頼・勧めの関係─」　神戸松蔭女子大学「文
林」　紀要論文 pp.13−26
13．国立国語院（2005）『外国人のための韓国語文法１体系編』コミュニケーションブックス出版
14．国立国語院（2005）『外国人のための韓国語文法２用法編』コミュニケーションブックス出版
